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令和 8 年 6 月 11 日 

 
高圧ガス製造保安責任者 乙種化学・機械試験問題集 令和 8 年度版 

【正誤表 その５（その４までを含む）】 
33 頁の内容が 23 頁の内容と重複する誤りがありましたので、訂正いたします。 

お詫び申し上げますとともに、次の内容に差替えてご利用ください。 

33頁 正 

 
 

33頁 誤 

（ 23頁 の内容重複） 略 

上記以外の訂正箇所は、下線で示しましたので訂正のうえ、ご使用ください。 

次ページ以降へ続く。 
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 正 誤 

p.54 

問5 

高圧装置について正しいものはどれか。 高圧装置について正しいものはどれか。につ

いて正しいものはどれか。 

p.178 

問 12 
ニ．炭化水素の燃焼・爆発 ニ．炭化水素の燃焼燃焼・爆発 

p.182 

問 6 
計測機器と計装制御システムに 計測機器と制御システムに 

p.182 

問 6 
（５）ロ , ハ , ニ （５） ,ハ , ニ 

p.253 

問 3 

〔解説〕 

ロ．(×) 焼入れは,鋼を亜共析鋼ではオー

ステナイト域に,また,過共析鋼では共析

変態温度以上に加熱したのち,急冷して

硬化させる熱処理である。 

ロ．(×) 設問の記述内容は,焼ならしの説

明である。 

p.254 

問 6 

[正解] 

（４）ロ , ニ （３）ロ , ニ 

p.261 

問 2 

〔解説〕 

イ．(×) 低合金鋼は,添加した合金の含有

量の合計が５％以下の鋼である。 

イ．(×) 低合金鋼は,添加した合金の元素

量の合計が５％以下の鋼である。 

p.264 

問 13 

[正解] 

（２）イ , ニ （５）イ , ニ 

p.264 

問 13 

〔解説〕 

ニ．(○) 題意のとおりである。 ニ．(○) 題題意のとおりである。 

p.264 

問 15 

[正解] 

（１）イ , ニ （３）イ , ニ 

p.315 

問3 イ． 
定圧比熱容量は1.0 kJ/(kg･K) で 定圧比熱容量は1.0 kJ/(kg･k) で 

p.317 

問8 ハ. 
得られる応力－ひずみ線図に 得られる応力ひずみ線図に 

p.319 

問15 

ロ. 

削除 

ピンホールの長さに反比例，また圧力差およ

び粘度に比例し， 

p.325 

問13 
ロ．蒸留塔（棚段塔）内の ロ．蒸留塔棚（段塔内）の 
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p.513 

問 1 

〔正解〕 

（２）イ , ニ （４）イ , ニ 

p.517 

問 1 

〔解説〕 

ロ．(×) ジュール（Ｊ）を SI 基本単位を用

いて表すと, 

ｋｇ·ｍ２·ｓ－２ である。  

ロ．(×) ジュール（Ｊ）を SI 基本単位を用

いて表すと, 

ｋｇ·ｍ·ｓ－２ である。 

p.519 

問 9 

[正解] 

（２）20 %  （３）20 % 

p.519 

問 9 

〔解説〕 

Φ：伝熱速度（W） Φ：電熱速度（W） 

p.519 

問 9 

〔解説〕 
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p.522 

問 2 

〔解説〕 

イ．(×) 低合金鋼は,添加した合金の含有

量の合計が５％以下の鋼である。 

イ．(×) 低合金鋼は,添加した合金の元素

量の合計が５％以下の鋼である。 

p.525 

問 15 

〔解説〕 

ハ．(×) 残存疲労強度,累積疲労強度の情

報が得られる試験方法は,疲労試験であ

る。 

ハ．(○) 残存疲労強度,累積疲労強度の情

報が得られる試験方法は,疲労試験であ

る。 

p.616 

問11 

〔解説〕 

イ．（○）〔法〕第32条第 2 項の イ．（○）〔法〕第35条第 1 項の 

p.617 

問13 

〔解説〕 

ハ．（○）〔一般〕第 15 条第 1 項第 1 号の ハ．（○）〔法〕第 15 条第 1 項第 1 号の 
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